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平成31年度　国指定白神山地鳥獣保護区におけるクマゲラ生息調査 2019年

策定ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ計画

周辺地域
　平成16年に国指定白神山地鳥獣保護区に指定され、クマゲラもそ
の保護対象として、モニタリング調査や現場巡視、白神山地世界遺
産地域連絡会議との連携協力を通じて適正に保護すべき種となって
いる。クマゲラの生息状況の確認調査は、平成18年度から国指定鳥
獣保護区管理員による巡視内で年に1,2回の頻度で継続実施してい
る。しかし、近年クマゲラの新しい痕跡が見つかっていないため、
平成31年度は新たに鳴き声などの録音調査も合わせて実施した。

■目的
クマゲラについて白神山地における生息状況を調査し、本種及び世
界遺産地域の保全に資すること。

①踏査調査
調査員数名で踏査し、目視や双眼鏡でクマゲラのねぐら木や営巣木
を探し新しい痕跡の有無を確認した。春の繁殖後期の７月上旬まで
に2回行った。

②録音調査・コールバック調査
5月から7月にかけて白神山地青森県側の4地点に録音機を設置、24
時間中クマゲラの活動が活発となる計8 時間（4:00～8:00、16:00
～20:00）を録音、クマゲラの鳴き声やドラミング音の有無を音声
解析ソフト等を用いて確認した。
各地点の録音機の設置時、メンテナンス時（2回）、撤去時の計４
回で、携帯スピーカーからクマゲラの鳴き声を2 分間流し、2 分間
の待機を繰り返し、鳴き返し（コールバック）がないか確認した。
また、調査時にはクマゲラの姿や痕跡の捜索も行った。
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調査期間 2019年 5月 7月

結果概要（スペースに収まるように入力してください）

※希少種情報を含むため限定的記載
①踏査調査
既に昨年までに確認していた痕跡以外に新しいものは確認できなかった。

②録音調査・コールバック調査
クマゲラと特定できる音声、鳴き返しや姿は確認できなかった。録音機設置周辺において、やや古い営巣の痕跡が確認でき
た。
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